
【機密性2】

令和5年9月6日

高等裁判所事務局次長 殿

最高裁判所事務総局人事局職員管理官 平 泉 信 次

事 務 連 絡

本日、全司法本部に対し、諸要求期人事局総務課長交渉 (第1回から第3回）に

おいて回答留保となっていた事項のうち、別紙第1記載の各事項について、別紙第

2から別紙第10までのとおりそれぞれ説明しますので、お知らせしますb

なお、今回のいずれの説明についても、下級裁では職員団体対応の必要はありま

せんが、職員団体から説明を求められた場合には、別紙の範囲で対応して差し支え

ありません。



(別紙第1）

6月1日時点における代替要員の確保状況（家裁調査官）

医療職の配置状況（常勤・非常勤の別）

看護師の研修

令和5年4月期の昇格発令数

「フレックスタイム制」の利用者数（一般型・育児介護型別）
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面接指導の実施状況

健康管理懇談会

健康管理医の配置状況

耐震対策が必要な庁
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(別紙第2）

【6月1日時点における代替要員の確保状況（家裁調査官)】

令和5年6月1日現在で、育児休業を取得している家裁調査官は56人

であり、そのうち54人（96．4％）については、家裁調査官有資格者

や事務官による代替要員の確保又は正規補充による手当が行われている。

内訳（人）

・家調有資格者による代替
人

人
人
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･事務官による代替
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医療職の配置状況(別紙第3）
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(別紙第4）

【看護師の研修】
‐ 『 ・

看護師の研修については、令和4年度は福岡高裁､仙台高裁、札幌高裁

及び高松高裁で実施され、令和5年度は大阪高裁、広島高裁で実施される
1

予定である。
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(別紙第5）

令和5年4月期昇格発令数
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(別紙第6）

【｢ブレックスタイム制」の利用者数（｢一般型」・「育児介護型」別)】

令和4年10月1 日時点でフレックスタイム制を利用して勤務をして
1

いた職員の数は､ 一般型が564人、育児介護型が7．65人である。

●
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(別紙第7）

【面接指導の実施状況】

令和4年4月から令和5年3月ま:での間に面接指導を実施した職員は、

全国で延べ1 8人である。

なお、面接指導実施者の高裁別の延べ人数は次のとおりである。
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(別紙第8） 【健康管理懇談会】R4開催状況

R4開催状況

報告庁名
工夫点

(テーマ設定・進行・結果周知等）
開催形態 結果を踏まえた取組例テーマ

I

以下の2点を目的として、テーマ設定を行っ
た上、健康管理医2名にも参加してもらい、
質問に対する応答等を行った。（目的）
メンタルヘルス不調による長期病休者が増加
傾向にある中、最高裁の特殊性も踏まえつ
つ、1吹予防味然防止及び健康増進）、2
次予防（早期発見，早期対処）の方策等につ
いて話し合い、気づきや不調者の減少に向け
ての具体的取組につなげる。

メンタルヘルス対策について

～最高裁における未然防止、早期
発見・早期対処～

意識啓発を図るため、結果概要を作成し職員
周知を行った。

最高裁 最高裁・二研合同

・精神科及び内科の両健康管理医に出席して
もらった。

．幅広い意見を聞くため、運転手や篭話交換
手など、様々な職種の参加を募った。

・職場の代表として参加してもらうことを前
提に、参加者に対して戦前アンケートを実施
した。
・霞が関庁舎以外からの参加者(執行セン
ター、中目黒、墨田、立川、独簡)はオンラ
イン参加とした。

1健康診断について

2メンタルヘルスケア対策につい
て

・実施結果概要を庁内HPに掲戦し、職員周
知した。

東京高裁
､

・実施結果概要を庁内HPに掲載し、職員周
知した。
・アンケート結果について、関係する東京商
裁及び東京家裁に情報提供した。

1健康管理講習会について
2メンタルヘルスケアについて

東京地裁

・各部署から職員に参加してもらい、各部署
からの要望の吸い上げ、結果周知を容易にし
た。
・健康符理医からの説明の時間を設けた。

健康診断
メンタルヘルスケア対策
長期病気休暇取得者等の対応

１
２
３

・健康診断実施時の要望（案内図の改善、待
ち時間の短縮等）改善

東京家裁

1 1 1

■I ■

横浜地裁 地家裁合同 (実施せず）

巳

・職員の関心が高いと思われるテーマに絞り
込んだ。
・健康管理医及び看護師も参加した。

・健康診断の結果をどのように活用したらよ
いかや、セルフケアのためのノウハウ等につ
いて、健康管理医から説明等をした。

1健康診断について
2メンタルヘルスについて

地家裁合同さいたま地裁

℃

1 1 1 1

・事前に全賊員から議題に関しての意見及び
質問を募集し、出された意見等に対して説明
を行った。
・健康管理医は出席しなかったものの、事前
に職員向けのメッセージをいただき、懇談会
の場で出席者に紹介した。
・支部等所属の職員はウェプ会雛を利用する
ことで、参加者の負担軽減を図った･
・職場におけるメンタルヘルスをテーマとし
た健康管理購習会の実施後（lか月程度）に
開催することで、懇談会テーマに対する意見
等が多く寄せられるようにした。

・今年度の懇談会で出された意見に基づき、
健康管理聯習会のうち、コロナ過で開催を控
えていた救命識習(AE D講習）の再開等を
検肘する。
・令和2年度の懇談会で出された意見に基づ
き、本庁の厚生室・休養室について、庁内
ホームページに利用案内を掲載した。

1メンタルヘルス対策について
2令和4年度の健康管理に関する
行事等に対する意見及び今後の取
組に対する要望等について

千葉地裁 地家裁合同

1 1 1

東
京

健康診断及びメンタルヘルスにつ
いて

・健康診断やメンタルヘルスといった職員に
関心の高いテーマを設定した。

・ストレスチェックを積極的に受検するよう
呼び掛けていく予定である。

地家我合同水戸地裁

・健康診断結果について、検査項目の数値が
基準値外である場合の一般的な解説を求める
意見があったので、対応の可否について検肘
したいと考えている。
・健康管理諦習会のテーマとして眼の病気に
関する灘習会を希望する声が多かったので、
実施について検討したいと考えている。

管内支部は、ウェプ会礒による参加とした。
また、健康管理医が参加し健康擶理に関する
コメントをいただいた。

健康診断、メンタルヘルス対策、
健康管理講習会等

宇都宮地裁 地家毅合同

ロ ロ

1 1

前橋地裁 地家裁合同 (実施せず）

静岡地裁 地家裁合同 (実施せず）



【健康管理懇談会】R4開催状況(別紙第8）

R4開催状況

報告庁名 工夫点
(テーマ設定・進行・結果周知等）

結果を踏まえた取組例開催形態 テーマ

・前回の要望に基づき改善したものを報告し
た。

･ ZOOM'により管内支部、独立簡裁からも
参加しやすくした。
・非常勤看謹師に列席いただき、懇談会の最
後に意見やアドバイスをいただいた。
・雛鞭録を作成し、回覧等を行った。

健康診断の実施状況
メンタルヘルス対策、
新型コロナ等感染防止対策

１
２
３

・メンタルヘルス相談窓口に非常勤看談師を
加えた； 。地家裁合同甲府地裁

ロ ﾛ ■

1 1 ’

(実施せず）地家裁合同長野地裁

・テーマに関わらず、職員から広く健康管理
に関する意見・要望等を募った。
・健康管理医に参加してもらい、総康診断結
果を踏まえた傾向や生活習慣病に関する諦話
をしてもらった。
・結果概要は掲示板に掲載し、いつでも職員
が閲覧できるようにした。

・メンタルヘルス対策について、鱗習会への
参加がメンタル不調を防ぐきっかけとなるこ
との職員への働きかけと、講習会への参加者
増員を検討している。

1健康診断について
2健康笹理瀞習会について
3メンタルヘルス対策について
4ス1､レスチェック制度について

地家裁合同新潟地裁

新型コロナウイルス感染症によるメンタルヘ

ルスへの影響やメンタルヘルスを維持するた
めに工夫していること等について、意見交換
を行った。
また、健康管理医から、基調誰演として、新
型コロナウイルス感染症に関する最新の情報
と陥患後症状（後遺症）とメンタルヘルス維
持のための留意点等についてお話し（都合に
より代読）いただいた。
なお、意見交換の一助となるよう、検討の視
点等の項目を記戦した意見交換3F項を事前配
布した。

「新型コロナウイルス感染症とメ
ンタルヘルス～椛患後症状（後遺
症）に関する理解を踏まえて～」

結果概要をJ･NETボータルに褐戦し、職
員周知を行った。。

高地家裁合同大阪商裁

ロ ロ ロ ロ

新型＝ロナウイルス感染症とメン
タルヘルス～罹患後症状（後遺
症）に関する理解を踏まえて～

健康管理医に参加してもらい、参加者との質
疑応答や、懇談会で出た意見について専門家
の立場からアドバイスをしてもらった。

結果概要の職員周知を行い、各職場におい
て、日頃からメンタルヘルスに対する意餓を
醸成するツールとした。

地家裁合同京都地裁

新型コロナウイルス感染症に関する最新の情
報等を提供した上、感染状況が長期化する中
でメンタルヘルスを維持するための工夫等に
ついて、健康管理医の基調講演及び意見交換
を行った。

結果概要をJ･NETポータルに掲戦し、職
員に懇談会の結果を還元することで、よりよ
い職場環境作りを考える契機とした。

新型コロナウイルス感染症とメン

タルヘルス～感染状況が長期化す
る中で～

地家裁合同神戸地裁

■ ■大
阪

参加者に事前に意見交換事項を示し、職場内
の意見も踏まえて参加してもらった上で、参
加者に満遍なく発言の機会を与えた。また、
意見交換では、随時、諦師である健康管理医
から適切な意見をいただいたも

新型コロナウイルス感染症とメン
タルヘルス～椛患後症状（後遺
症）に関する理解を踏まえて～

当日の概要をまとめ、職員周知を図った。奈良地裁 地家裁合同

■ ｡

1 1

当庁医師（精神科医）がうつ病等の疾患につ
いて、講演を行い、職場におけるコミュニ

職場におけるメンタルヘルスにつケーションの在り方やストレス対策、メンタ
いて ルヘルスの不調者に対する配慮等について意

見交換を行った。事前にアンケートを行い、
医師が回答する時間を設けた。

懇談会雛那録等を庁内HPに掲戦。
幹部会で、結果を簡潔に伝え、職場環境作り
に配慮するよう伝えた。

地家裁合同大津地裁

■ ■ ■ 崖

ｌｌｌｌ

和賦山地織｜地家嬢合'司｜穿ﾅ禍におけるﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ|蕊灌呼ある精神科医が参加し､質疑応|曾欝鶏｡･ NETﾎｰﾀﾙに褐戦し職

Ⅱ

a ■



(別紙第8） 【健康管理懇談会】R4開催状況

R4開催状況

報告庁名
工夫点

(テーマ設定・進行・結果周知等）
開催形態 結果を踏まえた取組例テーマ

懇淡会の議事概要、健康管理医による基調講
演資料、事前アンケート結果等をJ・NET
ポータル掲示板に掲載し、職員にフィード
バックした。併せて、健康管理者から職場に
向けて、心理的安全性の商い職場を作ること
の必要性に関する、参加者意見や健康管理医
コメントを紹介したメッセージ文書を作成
し、管理職員を通じて各所属職員に周知し
た。また、本年4月以降の転入者についても
懇麟会の概要や結果を閲覧してもら.うよう、
掲戦期間について配慮した。

一

事前アンケートを実施することで、参加者以
外の職員からも広く意見を募るとともに、懇
談会の中でもそれらの意見を取り上げるなど
して、忌側のない意見交換ができる雰囲気づ
くりに配慮した。また、参加者の意見や質問
に対して、健康管理医の意見を伺う時間を設
けた。
その他、意見交換の合間にカウンセリング
ルームの実施場所を見学できる時間を設け、
利用のしやすさを実感してもらった。

’ ．

職場におけるメンタルヘルスケア
（特にメンタルヘルス不調の予
防・早期発見）に関する知滅付与
及び意見交換

名古屋高裁 高地家裁合同

1 1 1

各職員が自らの状態に基づく発言をしやすい
ようなテーマとし、参加者には蛎前に所属職
員の意見の取りまとめを依頼した。

・多くの職員が性別や世代を超えて関心を持
つテーマを選定した。
・支部はウェプ会議による参加とした。

テレビ会議利用朋催実紙を踏まえて、遠方の
支部簡裁からの出席の負担等を考慮し、次年
度も同様の開催方法とするか検討している。

メンタルヘルスについての脚心は高いが、令

和5年度については、テーマが偏らないよう
身体的な問題についても広くテーマ選定の対
象としたい。

懇談会の結果概要をJ・NETポータルに掲
戦し、健康管理のための工夫について意織啓
発を図った。

ストレスに伴うメンタルヘルスケ
アについて

地家裁合同津地裁

メンタルヘルス不澗の予防とコ
ミュニケーションについて

岐阜地裁 地家裁合同

名
古
屋

アドバイザーとして非常勤医師（内科医・健
康管理医）が参加し、参加者からの質問や要
望に応答する形とした。

生活習恢病（脂質異常症と糖尿病
予備軍）について

福井地裁 地家裁合同

懇談会の実施に当たって、蛎前に職員から
テーマに関する意見を募集するなどして広く
意見交換を行った。

結果概要をJ･NEI,ポータルに掲戦し、職員周
知を行った。

金沢地裁 地家裁合同 健康管理業務について

ロ

■ ■

生活習慣病対策と健康診断につい
て、メンタルヘルスについて

健康管理医が参加し、適宜アドバイスをし
た。

厳し地家裁合同富山地裁

ロ ロ

｡，

定年引き上げを題材に、心と体の健康を長
く保つための留意点や幅広い年齢層が一緒に
働く職場において必要となること等について
意見交換を行った。
事前に各課室の長宛てに意見聴取癖項を送

付した上、各課室の意見や要望をミーティン
グなどにより聴取し、その結果を参加者が発
表することにより、幅広く意見聴取ができる
よう配慮した。
全ての裸室の意見を聴取する必要性と発言
のしやすさを考慮し、三つの薮に分けて意見
交換等を行った。また、高裁支部職員が参加
しやすいように、テレビ会職システムを利用
して実施した。

鮭事概要による轍員周知に加え、定期的に
発行する健康管理に関する広報誌に懇談会の
結果を踏まえた内容を盛り込んだ職員周知を
行った。また、紘康管理硝習会等についての
意見や要望を次年度の健康管理に関する購習
会のテーマ等に反映することとした。

①定年まで健康に働くための健康
管理について
②健康管理醗習会等について

広島高裁 高地家裁合同

■

■ ■

、

1 1 1 1

1 1 1 1 ｡

①メンタルヘルスについて
②健康管理に関する講習会及び懇
談会に対する意見について
③その他の健康管理について

結果概要の職員周知を行い、管理職員に対
し、職場ミーティング等で話題にするなどし
て活用するよう依頼した。

テーマについて各職場の実情等を十分に聴取
の上で参加させ、意見交換を行った。

山口地裁 地家裁合同

一

事前に意見交換事項を参加者に周知し、各
職場の意見を取りまとめた上で参加させると
ともに、懇談会に参加できなかった管内簡裁
に対しても事前に意見を聴取した上で、懇談
会の場で紹介した。
管内支部及び簡裁の参加者には、ウェプ会

" (Zoom)により参加してもらうことで、参
加者の負担を軽減した。
意見交換内容は、議班概要を職員に周知す

る方法で還元した。

広
島 意見交換の内容を踏まえ、カウンセリング

体験会やストレスチェック制度の趣旨や目的
について、職員がより理解しやすくできるよ
う、職員周知等の内容を改善することとし
た。また、健康管理に関する諦習会のテーマ
の要望については、令和5年度の実施に反映
させる予定である。

令和4年度に実施した健康管理に
関する行事等に対する意見要望等
について

地家裁合同
※高裁支部含

岡山地裁

」－
’

’
二

１



【健康管理懇談会】R4開催状況(別紙第8）

R4開催状況

報告庁名 工夫点
(テーマ設定・進行・結果周知等）

結果を踏まえた取組例開催形態 テーマ

ロ ロ

具体的な識胎がなされるように、テーマの
股定趣旨及び当日意見交換を行う事項を事前
に送付し、各課室で意見を集約させた。その
後、各課室で集約された意見を取りまとめた
資料を作成し、参加者へ率前に配布し、雛論
が円滑に進むようにした。
各職場の実情、意見等について、責任を
もって発言できる職員（管理職員等）を参加
させた。
支部からも参加がし発すいよう、テレビ会誌
システムを活用した。

各職場において、当該職場の実悩等につい
て責任をもって発言できる者を参加者として
選定した。本庁所在地以外の参力晴について
は、新型コロナ感染のリスク及び移動負担の
軽減のため、Zoom,によるリモート会議形式に
より参加させた。議題について、事前にアン
ケートを実施し、懇談会の時間の短縮を図っ
た。

1 1

議鯛既要を各課室の管理職員に送付し、職
員周知を依頼した。

健康管理業務に関する意見・要望
等について ‘

地家裁合同鳥取地裁

ロ

結果概要をJ･NETポータルサイト（高
地家簡裁掲示板）に掲戦することで職員へ還
元した。

①メンタルヘルス対策について
②裁判所の健康管理に関する行事
について

地家裁合同松江地裁

■

健康笹理の基本である健康診断の結果の活用

等をテーマとし､看護師にアドバイザーとし
て、参加していただいた。

看談師に参加していただき，医療専門職から
の具体的なアドバイスを受けたり、質疑応答
の時間を設けたり等した。

健康診断結果の活用方法等を記戦したリーフ
レットを作成し、J=NET}ボータルに掲戦し広
く職員に発信した。

雌康診断結果の活用等について～
定年延長を見据えて～

福岡高裁

①生活習悩病の予防について～健
康診断結果を踏まえて～
②健康管理鱗習会のテーマについ
て

看護師の意向もあり、職員が戟極的に医務室
を活用して健康管理のアドバイスを受けられ
るようアナウンスした。

福岡地裁

・退職まで健康を維持するための方法の一つ
として、健康診断の結果をどのように生かす
かをテーマとした。
・アドバイザーとして看畿師にも参加してい
ただき、意見交換を行う形で司会が進行を
行った。
・結果はJ･ NETボータルに掲載して周知
した。

デジタル化が進むに伴い、パソコン作業が増
えているため、休憩のアナウンスを積極的に
すべきではとの意見が出されていることか

ら、VDT検査時にアナウンスしていくな
ど、取組を検討していきたい。

健康診断の結果の活用等について
～定年の引上げを見据えて～

福岡家裁

①メンタルヘルス講習会と懇談会のテーマを
統一じ同日開催とした。同購習会参加者が引
き続き懇駿会に参加することにより、活発な
意見交換が行われるよう配感した。
②充実した意見交換ができるように健康管理
医と零謹師をアドバイザーとし、参加者から
の意見に応答するスタイルとした。
③管内からは参加しやすいようにWeb会駿
(Zoom)を利用した。

①職場におけるメンタルヘルスケ
アについて～上手なストレス対応
法～

②健康管理瀦習会及びカウンセリ
ング会に対する意見・要望等につ
いて

①結果概要をJネットポータルに掲戦するこ
とで職員へ還元した。
②健康管理講習会の実施噸賜や力虫ンセリン
グ会の周知方法等に対する意見・要望につい
て検討する。

地家裁合同佐賀地裁

I

・蛎前アンケートを実施し、意見交換の場で
活用した。
・健康管理医が参加し、購漉及び質疑応答の
時間を設けた。
、管内からの参加者については、WEB会雛
により参加させることとした。

・識習会に引き続く懇談会において意見交換
をすることで、講習内容の理解を深められる
環境を整えた。
・健康管理医にも参加してもらい、助言を得
る機会を設けた。

コロナ禍における健康管理につい
て

懇談会議事録をJ-netポータルに掲蔽地家裁合同長崎地裁

1 1 0

・蟻事録をJNETIポータルに掲載し、全ての
職員に結果を還元した。。

福
岡

地家裁合同 脈場のメンタルヘルスについて大分地裁

管内からは参加しやすかったとの意見も聞か
れたことから、令和5年度もオンライン参加
につき検討する。

管内からはZOOMを利用しての参加とした。

①随康管理医が参加し、ご自身の生活習慣病
の予防方法などを話してもらい、また、参加
者の質問等にも対応した。
②結果概要をJ･NET掲示板に掲戦し職員
へ周知した。

事前に各部課室の長宛てに意見聴取事項を送
付し、各部裸室の意見等を聴取し、その結果
を参加者が発表することにより、幅広く意見
聴取ができるよう配慮した。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
テレビ会雛システムで本庁及び3支部を繋い
で実施した。
健康管理医が参加し、途中アドバイスを茨い
ながら進行した。

地家裁合同熊本地裁 メンタルヘルスケアについて

生活習慣病対策と健康診断等につ
いて

(事例なし）地家裁合同鹿児島地裁

I

ストレスとの付き合い方について
～職場環境の変化への対応～

地家裁合同
※高裁支部含

事例なし宮崎地裁

◆



【健康管理懇談会】R4開催状況(別紙第8）

R4開催状況

報告庁名
工夫点

(テーマ設定・進行・結果周知等）
結果を踏まえた取組例開催形態 テーマ

①メンタルヘルス講習会と懇談会のテーマを
統一し同日開催とした。同購習会参加者が引
き続き懇談会に参加することにより、活発な
意見交換が行われるよう配慮した。
②事前に意見交換事項を送付し、意見交換が
活発になるようにした。
③健康管理医に参加してもらい、専門的な立
場からの意見を述べてもらった。
④難癖概要をJ･NETポータル掲示板に掲
戦し、職員に周知した。

’ ．

ボストーロナにおける良好な職場
環境作りについて～メンタルヘル
ス不鯛への気づきと対応から～

なし那覇地裁 地家裁合同
、

■

1 1●

人駆院規則1 0-4第9条7に基づく健康
管理医の業務の説明を改めて行い、懇談会終
了後に職員周知を図った°
開催後、全職員向けに結果概要の周知を行
うとともに、当日配布資料（各庁のメンタル

ヘルスネットワーク図、ストレスチェック制
度に関するもの、カウンセリングの周知に関
するもの）を結果概要に添付した。
健康管理講習会の実施方法（オンラインの
活用、教材配布方法の工夫等）及びテーマの
要望は、令和5年度の実施に反映させる予定
である。

新型コロナウイルス感染症対策の観点か
ら、支部職員は、グループでの意見交換も含
めオンラインにより参加してもらった。
充実した議論に資するため、事前に各職場

で話し合いを股け、参加者の意見だけでな
く、職場の意見も踏まえて意見交換を行って
もらった。

①健康で働きやすい職場づくりに
ついて

②健康管理鱗習会の在り方及び
テーマ等について

仙台高裁 高地家裁合同

ウェブ会雛により実施することで、参加者
の負担を減らし、随康管理医に意見交換に参
加していただき、アドバイスコメントを求め
ることにした。

結果概要（難事録及び当日の配布物）の還
元を行い、心身の健康維持に努めるよう周知
した。

メンタルヘルス不全の予防につい
て

地家裁合同福島地裁

■ ■ ■

p ■

管内職員はオンラインによる参加とし、参
菜の負担感を減らした。議事概要を速やかに
職員に還元するように努めた。

①職場のメンタルヘルスについて
②健康管理購習会のテーマ設定等
について

非常勤看護師の勤務日に実施し、医療従事
者の視点で助言をいただき雄がら進行した。

山形地裁 地家裁合同

仙
台

今年度から2oomを利用したオンライン方式
で開催したが、参加者の反応も良かったた
め、さらにブラッシュアップしていくことと

した。また、健康相談の方法について、より
わかりやすい周知方法を検肘することとし
た。

職員の健康管理業務に対する意識を高め、
また、職員の率直な意見を聴取して、より有
意義な懇談会としていくための健康管理講習
会及び健康符理懇縦会の在り方をテーマとし
て設定した。

①健康管理業務について
②健康管理購習会及び健康管理懇
談会の在り方について

地家裁合同盛岡地裁

令和4年度は、本庁庁舎内の職員は大会醗
室に参集し、管内の職員は所属庁が指定する
場所において「Zo omjによるウェプ会誌
で参加する形態により初めて実施した。
不慣れな而もあり、進行等に不手際もあっ

たが、管内の職員が参加しやすい方法であっ
たほか、活発な意見交換が行われた。
終了後は職蛎概要」を作成し、J・NE
Tボータルの「高地家簡裁掲示板」に褐戦し
て、全職員に通元した。

①漣康管理購習会の実施方法（参
集又はウェプ会議）とそれぞれの
メリット、デメリットについて

②健康管理鱗習会で取り上げても
らいたいテーマについて

③カウンセリング体験会に参加し
やすい環境づくりのためのアイデ
アについて

④ストレスチェックの受検に関す
るあい路について
⑤健康診断に対する要望、意見

昨年度と同様に率直かつ活発な意見が出さ
れ、積極的な意見交換も行われた。こうした
意見等を令和5年度の健康管理講習会等の企
画立案にできるだけ反映させていきたいと考
えている。

地家裁合同
※高裁支部含

秋田地裁

事前に参加者に対し、各庁・各室の意見聴

取を依頼して発表してもらい、多くの意見を
得ることができた。また、管内参加者の負担
を考慮し、ウェプ方式で開催した。

結果概要を作成し、J･NETポータルに
褐戦して職員周知を行った。
懇談会で得た意見は健康管理講習会のテー
マ選定に反映させる予定である。

①腿康管理灘習会について
②メンタルヘルスとストレス
チェックについて

青森地裁 地家裁合同

支部庶務課長にWEB会厳により参加しても
らうなど、職場の実情を幅広く聴取するよう
試みた。

参加者に対して、日常生活での健康管理に
おける工夫例や質問事項について事前にアン
ケートを実施し、質問事項に対する当庁の健
康管理医からの回答を当日紹介した。
また、非常勤零護師に参加してもらい、ア
ドバイス等をしてもらった。
支部・独簡の臓員については、参加しやす

いようWeb会誌での参加とした。

・非常勤看護師がアドバイザーとして参加
し、専門家としての助言をもらった。
・限られた時間内で充実した意見交換を実施
できるよう、参加者に意見交換事項を事前配
布した。
・管内所属の職員については、Web機器を
利用して参加させた。

ストレスチェックの受検率向上、
カウンセリングの利用促進及び鎚
康管理講習会の活用

各テーマごとに、率直な意見が多数得られ
た。特に健康管理鱗習会については次回開催
に向けて意見を活用したい。

高地家裁合同札幌商裁

雛邸概要を作成して職員周知を行い、意識啓
発を図った。

①健康管理に関する工夫について
②健康管理醗習会等について

地家裁合同函館地裁

札
幌

懇談会の結果概要を速やかに職員周知した上
で、懇談会のテーマに関する意職啓発を図っ
た。

メンタルゾ､ルスについて

一睡眠障害を中心に－
旭川地裁 地家裁合同
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R4開催状況

報告庁名 工夫点
(テーマ般定・進行・結果周知等）

結果を踏まえた取組例開催形態 テーマ

参加者に対して、メンタルヘルス対策のため
の職場及び個人での取組並びにメンタルヘル
ス対策に関する質問事項について事前にアン
ケートを実施し、主な質問1F項に対する当庁
の他康管理医からの回答を紹介した。
懇険会当日は参加者からメンタルヘルス対策
の工夫例等を紹介してもらった。

懇醗会の結果概要について職員周知を行い、
メンタルヘルス対策について意識啓発を図っ
た。

メンタルヘルス対策について釧路地裁 地家裁合同

』

ロ

参加者に率前に所属部課室の職員からの意見
を集約してもらい、懇談会の場で健康管理
医、医師.(技官）を交えて意見交換を行っ
た。

結果概要をJ･NETポータルに掲戦し、職
員周知を行った。

メンタルヘルス不調の早期発見
早期対処の大切さ

高地家裁合同高松高裁

事前に健康管理対策についてアンケートを実
施し、意見・要望についての説明と質疑応答
の時間を設けた。
テーマについて健康管理医に講演をしていた
だいた後、意見交換の時閲を設けた。

新型コロナウィルスについて
睡眠について

結果概要の周知を行った。徳島地裁 地家裁合同

I

具体的な意見交換事項を事前に参加者に送付
し、当日の意見交換が活発になされるように
するとともに、健康管理医が参加し、質疑応
答の時間を股けた：

高
松

結果概要をJ･NETボータルに掲載し、職
員周知を行った。

地家裁合同 睡眠が与える健康への影響高知地裁

･健康管理緋習会の実施方法（資料配布方法
の工夫等）やテーマの要望は、令和5年度の
実施に反映させる予定である。
･数か月に1回の頻度で発出している「医務
室だより ※健康管理に関する話題を零鍍師
が提供するもの」について、「毎号興味深く
読んでいるので是非続けてほしい」との意見
を踏まえ、引き続き発出ずることとしてい
る。

・テーマに沿った意見交換だけではなく、健
康管理全般での意見交換の時間を設けた。
.あらかじめ参加者に対して資料をメール送
信し、パソコンを持ち込める参加者はパソコ
ンで資料を閲覧するように呼びかけた。
・結果概要を掲示板に掲載して職員周知をし
た。

地家裁合同 コロナ禍におけるメンタルヘルス松山地裁

■

』



(別紙第9） 健康管理医の配置状況 【令和5年4月1日現在】

|部内｜’ ｜部外’ 備考 ’部内 備考 部外

’
うち1人は宣宣寓壁:東京地裁と同一

うち1人は東京地裁,東京家銭と同一最高裁 3 0

うち1人は母寡黙東京地裁と伺一
うちf人は東京家薮と同一東京高裁 2 0

うち1人は畳寓墾.東京寡麓少禰一
うち1人は呈寡愛,東京家裁と同一
うち1人は東京家裁,さいたま培裁,さいたま家

裁と同一

東京地裁 4 0

うち1人は東京高裁と同一

うち1人は号寓鐙.東京地鯉と同一

うち1人は東京地餓.さいたま堆裁.さいたま家
裁と同一

東京家裁 5 0

横浜地裁 』
で 0横浜家裁と同一

横浜家裁 4 ロ横浜地裁と問一

さいたま地裁 1 0東京地銀､東京家裁､さいたま家裁と問一

さいたま家裁 1 【0】東京地裁､東京家裁､さいたま堆裁と同一

千葉地裁 1 ､】千葉家裁と同一

千葉家裁 1 0千葉地栽と同一

水戸地裁 11 水戸家裁と同一 水戸家数と同一

水戸家裁 1 1 水戸地裁と同一水戸地裁と同一

宇都宮地裁 011 宇都宮家裁と同一

宇都宮家裁 11 【0】宇都宮地戴と同一

前橋地裁 11 0前欄家裁と同一

前橋家裁 1 0前橘地鮫と周一

静岡地裁 2 0齢涜牽塾と同一

静岡家裁 2 0傭溺地戴と同一

甲府地裁 0 1 甲府家裁と凋一

甲府家裁 0 il 甲府地裁と同一

長野地裁 2 【。長野家裁と同一

長野家裁 2 0長野地裁と同一

'
新潟地裁 2 0新潟家猿と同一

新潟家裁 2 0新潟地裁と同一

大阪高裁 1 0大阪地裁と同一

｜
’

■■
■■

大阪地裁

■
』
■
■
■ 0大阪寡壁と同一

｜↑｜’ ’大阪家裁 1 0



【令和5年4月1日現在】健康管理医の配置状況(別紙第9）

備考部外備考部内

京都地裁

庫
』
■
Ⅱ
Ⅱ0

京都家裁 0il

神戸地裁 10 神戸家鮫と同一

神戸家裁 10 神戸塘裁と同一

奈良地裁 03 奈良家戴と同一

、

奈良家裁 03 奈良地裁と同一

大津地裁 1 0大津家餓と同一

大津家裁 1 0大津地裁と同一

和歌山地裁 01 和敬山家裁と同一

和歌山家裁 01 和歌山地裁と同一

名古屋高裁 02 名古塵地裁,名古屋宝量と同一

名古屋地裁 02 名古屋寡哉.名古量宝壁と同一

名古屋家裁 02 名古屋高載.名古屋地裁と同一

津地裁 03 津家餓と同一

津家裁 03 津地栽と同一

岐阜地裁 2 0岐阜家裁と同一

岐阜家裁 02 岐阜地鮫と濁一

福井地裁 04 福井家栽と筒一

福井家裁 04 福井地蝕と同一

名古屋高裁金沢支部 0

型
■
Ⅱ
Ⅱ 金沢地裁,金沢家裁と同一

金沢地裁 【01

Ｐ
・
■
Ⅱ
Ⅱ 名古騒寓整今浪支部,金沢家駐と同一

金沢家裁 01 名古屋高裁金涙支部‘金沢地裁と同一

富山地裁 、

Ｆ
■
Ⅱ
Ⅱ 富山家裁と舜一

富山家裁 01 富山地裁と同一

うち1人は広島地裁,広島家裁と同一
うち2人は広曇地裁と同一広島高裁 03

うち1人け広鼻寓鈴:広島軍鹸と同一

うちZ人Iま吹昼寓鞍と同一広島地裁 03

広島家裁 0

Ｐ
■
Ⅱ
■ 症鼻宮塾_広島地裁と同一



、
Q

【令和5年4月1日現在】健康管理医の配置状況(別紙第9）

｜

’| 部外’ 備考備考 部外部内

’山口地裁 011 Dl1n孝壁と同一

山口家裁 0il 山口地塾と同一

岡山地裁 03 閲111牢璽〃同一

岡山家裁 03 岡山地敏と同一

鳥取地裁 虜01‘」

■
ロ
日
Ⅱ
Ⅱ 鳥取家裁と同一

鳥取家裁 0

Ｆ
■
Ⅱ
Ⅱ 鳥取地裁と閲一

松江地裁 02 松fT客壁と同一

松江家裁 02 訟症廸鎗と同一

うち3人は福岡地蔵と同一
うち1人は福岡地裁,福礎家裁と同一福岡高裁 0岡I

ﾛ■ﾛ

うち3人は福岡高栽と同一
うち1人は福岡高裁.福間家鞍と同一福岡地裁 4 0

福岡家裁 0

。
□
１
１ 祖岡高裁,福間地蔵と同一

佐賀地裁 0
■
望
■
■
且 佐賀孝壁と同一

佐賀家裁 0

ロ
ロ
■
■
■ 佐賀地栽と同一

長崎地裁 02 長崎家裁と同一

長崎家裁 02 長崎塘裁と同一

大分地裁 01 大分家裁と同一

大分家裁 0

Ｆ
ロ
日
Ⅱ
Ⅱ 大分塘救と同一

熊本地裁 箙本傘と同一 04

熊本家裁 0門I
■ﾛ

醗本地裁と同一

鹿児島地裁 0

Ｐ
■
Ⅱ
■
。 鹿児島室愛を同一

鹿児島家裁 0

Ｐ
■
Ⅱ
■ 麗混鳥埋鐙と圏一

福岡高裁宮崎支部 02 富国地裁,宮崎家鮫と同一

宮崎地裁 02 祖岡高駁宮崎支部,宮崎家鮫と同一

宮崎家裁 02 福岡高裁宮崎支部.宮崎地麓と同一

福岡高裁那覇支部 1 0那覇地裁,那配牽壁と同一

那覇地裁 1 0福岡寓壁郵墨支郎.那覇家鮫と同一

|， | 。那覇家裁 1 桓岡寓璽郵覇支郁.那轟堆埜と同一



【令和5年4月1日現在】〃健康管理医の配置状況(別紙第9）

｜部外’ 備考部内 備考 部外

1仙台高裁 0仙台地餓と同一

仙台地裁 1 0仙台寓裁と問一

仙台家裁 1 【01

福島地裁 1 0福島幸麓と侭一

｜
｜
'

福島家裁 1 『0】福島地裁と同一

山形地裁

■
』
■
Ⅱ
■ 0山形家裁と同一

山形家裁 1 0山形地蔵と侭一

盛岡地裁

Ｆ
ロ
■
Ⅱ
■ 0盛岡牽塾と同一

盛岡家裁

■
■
■
■ 0盛岡地裁と舜一

秋田地裁 0

■
ロ
■
Ⅱ
■ 秋田家裁と舞一

秋田家裁 1 0秋田地裁と同一

青森地裁 01 青森家裁と濁一

青森家裁 01 膏森地裁と問一

札幌高裁 0岡1
■1 うち3人は札幌地裁,札視牽埜少同一

札幌地裁 3 0札幌高裁,札幌家裁と同一

札幌家裁 3 0札幌高裁,札幌地裁と同一

函館地裁 02 薗鐘窒愛嵯臓一

函館家裁 2 0函館進壁と周一

旭川地裁
1

1 0鳩川家種と同一

旭川家裁 01 旭川地裁と同一

釧路地裁 02 蜘墜宰埜と回一

釧路家裁 02 鯉璽逸璽と同一

高松高裁 0

Ｆ
■
Ⅱ
■ 高松迫曇,窪松毒璽上岡一

高松地裁 0

■
■
■
且 寓鋲宮動,高松家餓と同一

高松家裁 01 寡船室塾,高松地裁と問一

徳島地裁 01 律昼幸壁と同一

徳島家裁 【0】

宜
日
Ⅱ
Ⅱ 堕墜遥壁と同一



【令和5年4月1日現在】健康管理医の配置状況(別紙第9）

〒部内｜’ 備考部外備考

高知地裁 01 高知家裁と同一

高知家裁 01 高錘増蝕と同一

｜
’

松山地裁

声
』
■
Ⅱ
■0 松山宰壁と固一

松山家裁

”
■
Ⅱ
■0 鰹山地曇と同一

9184



(別紙第10）

【耐震対策が必要な庁】
’ ！‘

令和3年度予算をもって､ 必要な予算措置はすべて完了,している。

〈

1

／


